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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、ミバエという世界的な果樹・野菜害虫に対して、その防除の困難さから対応を苦慮
している中で、輸入検疫の段階で国内への侵入を未然に防ぐ方法を検討する目的で行われたもの
である。著者は、生体内の重要物質であるATP（アデノシン三リン酸）に目を付け、ミバエ卵を低
温や熱処理した後の生存卵検知に利用しようとした点が評価された。この手法が現場で採用され
れば、より迅速な検疫が可能になることが期待される。また、今後日本への侵入が危惧されるセ
グロモモミバエに対してβ-カリオフィレンをモニタリングの誘引剤として検討し、既存の剤より
有効であることを示した点は、重要な研究成果として評価された。今後ますます海外から果樹の
輸入が増える中で、これらの研究成果は早期発見、根絶防除計画の策定に欠くことの出来ない基
礎研究として高く評価された。 
令和2年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
